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アドベンチャートラベル メニュー

サロマ湖

アクティビティ

自然環境でのカヤック、ハイキン

グ、サイクリングなど体を動かす
体験

オホーツクの食を楽しむ

帆立、牡蠣、シマエビ、鱒、焼き肉、タ

マネギ、じゃが芋、にんじんなど自然の
恵み

温根湯温泉 オホーツク海



ロケーション



既存の自治体を超えた連携

昨年4月、人口戦略会議が『令和6年・地方自治体「持続可能

性」分析レポート』を公表した。その中で、2050年の想定人

口を基に「消減可能性自治体」のリストアップがなされた。
具体的には若年女性人口減少率50％以上の市町村は将来、自

治体の機能を失うのではないかとの報告であった。

石北線沿線の上川町・遠軽町・網走市、周辺の佐呂間町・美
幌町などがリストに含まれている。北見市は減少率48.5％、

人口76,002人である。

それぞれの町の特色や良い所を持ち寄り、新たなる価値を創
造するのが今回のAT取り組みの最大の要素である。

既存の自治体の枠組みを超えた、いわゆる広域観光戦略であ
る。



遺跡の保存と観光開発

◆ 遺跡についての懇談・学習
東京大学文学部考古学研究室・常呂遺跡の館などの指導
を得て懇談・学習

◆ 遺跡の保存活動への参画
ボランティア活動

◆ 保存と調和の取れたＡＴコンテンツ開発

◆ プロモーションの実際
勉強会、ワークショップ、フォーラム


